


 

 

 

 

安全に関する警告について 
 

 本機には、印付きの警告ラベルを貼付しています。安全上、特に重要な項目を示しています。

警告を守り、安全な作業を行ってください。 

 

 
            その警告に従わなかった場合、死亡または重傷を負う危険性が 

            高いことを示します。 
            
            その警告に従わなかった場合、死亡または重傷を負う可能性が 

            あることを示します。 
 
            その警告に従わなかった場合、ケガを負うおそれがあることを 

            示します。 
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 安全に作業するために安全に作業するために安全に作業するために安全に作業するために 

  危 険 
 

  警 告 
 

  注 意 

  警告ラベルについて 

 



 

 
 － ラベルが損傷した時は － 
   警告ラベルは、使用者および周囲の作業者などへ危険を知らせる大切なものです。 

  ラベルが損傷した時は、すみやかに貼り替えてください。 

   注文の際には、この図に示す 部品番号 をお知らせください。 
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 ここに記載されている注意事項を守らないと、死亡

を含む傷害を生じる恐れがあります。 
 作業前には、作業機およびトラクタの取扱説明書を

よくお読みになり、十分に理解をしてからご使用くだ

さい。 
 

作 業 前 に 
 
 
 
 注意 
  
  説明書を製品に近接して保存してめ 
  自判断だけ対処すると思わぬ故を起こ 
  しケガをするます。 
  説明書はにすぐに 
  出せるよう製品に近接して保存してくだ 
  さ。 
 

 
 
 注意 
 説明書にさてる 
  や要領不十理解まま作業すると 
  思わぬ故を起こすます。 
  作業を始めるは製品に貼付してる警告ラ 
  ベル説明書にさてる 
  要領を十に理解して行て 
  くださ。 
 

 
 
 警告 
 作に不に 
  運転すると思わぬ故を起こすます。 
  次は運転しくださ。 
  

□  過労病気薬物影響そ他理由に 
 よ作業に集中き。 

□  酒を飲んだ。 
□  作未熟人。 
□  妊娠してる。 

 
 
 
 警告 
 作業にさを作すると 
  一部に巻き込ま死亡を含む傷害を 
  まねくます。 
  次に示す作業してくださ。 
  

□  袖や裾はだぶつきもを着用する。 

 
□  ズボンや着はだぶつきもを着 
  用する。 
□  ヘルメットを着用する。 
□  はちまき首巻きタオル腰タオルは 

 し。 
 

 
 
 警告 
 を他人に貸す説明書にさて 
  るや要領 
  め思わぬ故を起こすます。 
  方法をよく説明し説明書を渡して 
  使用前にはよく読むように指導してくださ。 
 

 
 
 注意 
 や指部品を 
  付けて運転すると破損や傷害故をま 
  ねくます。 
  はしくださ。 
  部品交換するは指するもを使用 
  してくださ。 
 

 
 
 注意 
 始業をると破損や傷害故をま 
  ねくます。 
  作業を始める前には説明書に基づき 
  を行てくださ。 
 

 
 
 警告 
 ンンを始するトラタやッ 
  プに立まま行うと緊急態へ対処 
  きず運転者はもちろん周囲にる人ケガを 
  するます。運転席に座周囲 
  を確認して行てくださ。 
 ンンを始するを 
  (中立)にして行わと接続状態に 

  てるめトラタ暴走し思わぬ故 

  を起こすます。を 

  (中立)にして行てくださ。 

 を切ンンを始すると急 
  に作業駆さ周囲にる人ケガをす 
  るます。 
   を切て始してくださ。 
 急発進するとトラタ前輪浮きる 
  運転者振落とさ周囲人を巻 
  き込んだ思わぬ故を起こすます。 
  周囲を確認しゆくと発進してくだ 
  さ。 
  

安全操作上の注意点 

取扱説明書は製品に近接して保存を 

取扱説明書をよく読んで作業を 

こんな時は運転しないでください 

服装は作業に適していますか 

機械を他人に貸す時は 

機械の改造禁止 

エンジン始動・発進する時は

始業点検の励行 
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 警告 
 トラタ3リンに作業を着脱するめ 
  にトラタを移させるトラタと作業 
  間に人ると挟まてケガをする 
  ます。 
  トラタと作業間に人を近づけくだ 
  さ。 
 注意 
 作業をトラタに着脱するや 
   まは軟弱行うとトラタ不 
   にき出し思わぬ故を起こすます。 
   平坦盤所行てくださ。 
 着するトラタによては前輪く 
  縦不とて思わぬ故をま 
  ねくます。 
  トラタへフロントウイトを付けラ 
  ンをてくださ。 
 ッリッリケルをすは 
  側し付けるは＋側行 
  てくださ。 
  もし逆にすると作業中工具トラタに接触 
  し火花生じ火災故原因に 
  ます。 
 

 
 
 危険 
 カパワョイントを使用すると 
  巻き込まてケガをするます｡ 
   カパワョイントは使用し 
  くださ。 
 カ損傷しまま使用すると巻き込ま 
  てケガをするます。 
   損傷しすぐに替えてくださ。 
   使用前には損傷してくださ｡ 
 トラタおよび作業に着脱する第三者 
  不によ不にパワョイント回転 
  しケガをするます。 
   を切トラタンンをとめて行 
  てくださ。 
 カチェンを付け使用すると 
  カ回転し巻き込まてケガをする 
  ます。 
   トラタ側と作業側チェンを回転し 
  所に連結してくださ。 
 注意 
 最伸１００㎜を下回ると 
  ョイントを回転させ破損しケガをする 
  ます。 
   最縮隙間２５㎜よも小さくると 
  ョイント突きげ起きるョイ 
  ント破損をまねきケガをするます。 
   正量使用してくださ。 

 
 パワョイントを接続しランプピン 
  軸溝に納まてと使用中に 
  ケガをするます。 
   溝に納まてる接続部を押し引きして確 
  めてくださ。 
 

 
 
 注意 
 トラタに作業を着してを走行すると 
  路運送車輌法に違反します。 
  トラタに作業を着して走行はし 
  くださ。 
 

 
 
 危険 
 移走行するトラタル 
   左右連結さてと片に 
   トラタ左右に振転起こ思 
   わぬ故をまねくます。 
   ほ特殊作業はルは左 
   右連結して使用してくださ。 
 警告 
 トラタに運転者人を乗せるとトラ 
   タ転落し運転作妨げにて 
   緊急態へ対処きず同乗者はもちろん 
   周囲人および運転者自身ケガをする 
   ます。 
  トラタには運転者人は乗せく 
  ださ。 
 急急回を行うと運転者振落とさ 
  周囲人を巻き込んだ思わぬ故 
  を起こすます。 
  急急回はしくださ。 
 坂急カ度を出しすぎると 
  転倒るは転落故を起こすます。 
  低走行してくださ。 
 回する作業回方向とは逆方向にふ 
  くるめ周囲人に接触しケガをさせ 
  対向物障害物に衝突しケガをするま 
  す。 
   周囲人や対向物障害物と間に十間隔 
  を保て行てくださ。 
 ほと通路段差側溝路肩付近を走行 
  する近寄すぎるとトラタ滑や転 
  倒し思わぬ故を起こすます。 
   路肩を走行するは近寄すぎようにし 
  低走行してくださ。 
 田畑へ出入畦越えや段差乗越えを 
  するめに乗越えようとし､直角に 
  乗越えようとするとトラタ転転倒 
  しケガをするます。 
   ゆみ板を使用してくださ。 
 

移動走行する時は 

公道走行時は作業機の装着禁止 

作業機を着脱する時は 

パワージョイントを使用する時は 
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 作業に人を乗せると転落しケガをす 
   るます。 
   ま物をせて走行すると落下し周囲 
   人へケガを負わせるます。 
   作業には人や物はせくだ 
   さ｡ 
 注意 
 作業へ力を切走行すると周囲 
   人を回転物に巻き込みケガを負わせる 
   ます。 
   移走行するはを切てくださ。 
 

 
 

作 業 中 は 
 
 
 
 警告 
 作業中は投雪口を人や建物に向けくださ 
   。 
   飛散物によケガや破損おそます。 
 作業をする周囲に人を近づけるとに 
   巻き込まケガをするます｡ 
   周囲に人を近づけくださ。 
 作業指回転度を超えて作業する 
   と破損によケガをするます。 
   指回転度を守てくださ。 
   入力軸回転数５４０～６００ｒｐｍ 
 作業に人を乗せると転落しケガをす 
  るます。 

   ま物をせて作業すると落下し周囲 
   人へケガを負わせるます。 
   作業には人や物はせくださ 
   。 
 度を出しすぎると暴走故をまねく 
   ます。 
   低作業してくださ。 
 下作業をする坂途中すると暴 
  走する原因とます。 
   坂前低にしてゆくとおてく 
  ださ。 
 わき見運転をすると周囲障害物回避や周 
   囲人へ危険回避きず思わぬ故 
   を起こすます。 
   前方や周囲へ十にを払運転し 
   てくださ。 
 手放し運転をすると思わぬ方向へ暴走し 
   故を起こすます。 
   しとハンドルを握て運転してくださ。 

 

 
 注意 
 整や付着物除去を行う 
   およびンンをとめずに作業すると第 
   三者不によ不に作業駆さ 
   思わぬ故を起こすます。 

   を切ンンをとめ回転部や可 
   部とまてることを確めて行てくださ 
   。 

 運転中まは回転中カを開けると回転物 
   に巻き込まケガをするます。 

   カを開けくださ。 
 

 
 
 警告 
 トラタるやに 
   駐車するとトラタ暴走して思わぬ故を 
  起こすます。 
  平坦し所に駐車しトラタン 
  ンをとめ駐車をけて暴走を防 
  くださ。 
 トラタる作業をげままに 
   しておくと第三者不によ不に降下 
   しケガをするます。 

   下限ま降ろしてトラタをてくださ 
   。 
 

 
 

作業が終わったら 

 
 
 
 注意 
 力を切ずに回転部可部付着物除 
  去作業を行うとに巻き込まてケガ 
  をするます。 

  を切ンンをとめ回転部や可 
  部とまてるを確めて行てくださ。 
 

 
 
 注意 
 作業後をると整不良や破損 
  放置さ次作業にトラルを起こ 
   しケガをするます｡ 

  作業終わ説明書に基づきを 
   行てくださ。 

 ３リン作業を持ちげて整を 
   行う第三者不によ不に降下し 
   ケガをするます。 

   トラタ３リン油圧回路をロッして行 
   てくださ。 
 

作業する時は

トラクタから離れる時は 

機体を清掃する時は 

終業点検の励行 
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 危険 
 ンン回転中はぞ手を入し 
   くださ。 

   雪を除くは必ずンンを停止して 
   雪き棒行てくださ。 

   巻き込まてケガをするおそます｡ 
 注意 
 に異常生じそまま放置すると 
   破損やケガをするます。 

   説明書に基づき行てくださ。 

 やまは軟弱行うとト 
  ラタや作業不にき出して思わぬ 
  故を起こすます。 

   平坦盤所行てくださ。 

 およびンンをとめずに作業すると 
  第三者不によ不に作業駆さ 
   思わぬ故を起こすます。 

   を切ンンをとめ回転部や可 
  部とまてるを確めて行てくださ。 

 作業をげ状態まま下にもぐ足 
  を入すると不に降下しケガをする 
   ます。 

   下に入るは台降下防止をして行て 
   くださ。 

 油圧継手やホにゆるみや損傷ると 
   飛び出る高圧オイルるは作業急降 
  下ケガをするます。 

   補修もしくは部品交換してくださ。 

   継手やホをすは油圧回路内圧力を 
   無くして行てくださ。 

 不処置整備めにしカ類 
   を付けずに作業すると回転部や可部に 
   巻き込まケガをするます。 

   元通に付けてくださ。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

不調処置・点検・整備をする時
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 切着作業をしましょう。 
 

１ 各部の名称とはたらき 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１１１１    トラクタへの装着トラクタへの装着トラクタへの装着トラクタへの装着 
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１．オーガ 

雪をき込みフライホイルに供給する置 

 す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．フライホイール 

  オガ供給さ雪を吹きげる置す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．シュート 

  投雪方向左右回転を整する置す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．油圧モータ 

  シュトを回転させる置す。 

 

 

 

 

 

 

 

５．ヘッド 

  投雪角度下を整する置す。 

 

 

 

 

 

 

 

６．電動シリンダ 

  ヘッドを下させる置す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．コントロールボックス 

  トラタ座ヘッド下を作する置 

 す。 

 

 

 

 

 

 

 

８．ソール 

  除雪高さを整する置す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９．ギヤボックス 

  力をフライホイルとオガに割する置 

 す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０．パワージョイント；ＨＡ－８０ 

  トラタノロワ本へ力を伝達し 

 ます。 
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２ 適応トラクタの範囲 

 
 本製品は切トラタと着によ的確に性

能を発揮きるように設計さてます。 
 不切トラタと着によては本製品耐久

性に著しく影響を及ぼしトラタ運転作に

著し影響を及ぼすことます。 
 こ製品応トラタは次とおす。 
  

 応 ト ラ  タ 
４４～８４．５ｋＷ  

ＭＳＢ２４４０ 
６０～１１５Ｓ 
５１．５～９２ｋＷ  

ＭＳＢ２６４０ 
７０～１２５Ｓ 

 
 本製品応よ小さトラタ使用すると負

に対し十パワます。 
  逆に応トラタよも大きトラタ使用

には過負に対し正値を超えパワ

出てしま作業破損原因にることま

す。 
 

３ 組立部品 

 
１．解     梱 

  梱包さてる部品をほてくださ。 
 
２．組立部品の明細 

  梱包に同梱さてる梱包明細に基づき必要部 
 品揃てる確認してくださ。 
 
３．組     立 

  各部品組立に必要ボルトナット類は梱包 
 明細符号を参照してくださ。 
  そ他部品を部品表を参考に付けてくださ 
 。 
 
 

４ トラクタへの装着 

 
１．３点リンクへのスノーブローワの連結 
 
 
 
トラタ３リンに作業を着脱するめ 
 にトラタを移させるトラタと作業 
 間に人ると挟まてケガをする 
 ます。 
トラタと作業間に人を近づけくだ 

 さ。 
 

 
 
作業をトラタに連結するや 
 まは軟弱行うとトラタ不 
 にき出し思わぬ故を起こすます。 
 平坦盤所行てくださ。 
 

 
トラタへ連結は次手順行ます。 
 
１ トラタンンを始してトラタロ 
  ワリン先端部と作業左右ロワリン 
  ピン位置うま後進してトラタをとめ 
  てくださ。 

 

２ ンンをとめ駐車をけてくださ 
  。 

 

３ 左ロワリンを連結し抜けめにリンチ 
  ピンをロワリンピンに差してくださ。 

     次に右ロワリンも同順行てくださ。 

 

４ 左右ロワリン同じ高さにるように 
  トラタ右側アャトリュ整して 
  くださ。 

 

５トラタロワリンとトップリン平行 
  に近くるトップリンピン穴位置を選んトッ 
  プリンを連結し抜けめにリンチピンを差し 
  てくださ。 

 

６トラタンンを始しトラタ３リ 
  ンを昇降する油圧を作して作業を少 
  しげンンを停止してくださ。 

 

７ 左右ロワリンをチェッチェンセッ 
  トし作業振をくしてくださ。 

 

８タンドをげピン固してくださ。 

 

９作業状態ロワリン面に水平にるよ 
  うにトップリン長さを整してくださ。 
 
２．電装品の取り付け（ヘッドのリモコン操作） 
 
１電源出しコド配線接続 

   電源出しコド(コド)はトラタッ 
  リコドと共締めします。 

 

① ッリ○－側ッリコドをし次 
  に○＋側ッリコドをします。 

② ○＋側ッリコドナットをし電源出し 
  コド○＋側を付けナットを組み込みます。 

③ ○＋側ッリコドをッリタミナル○＋  
  側に差し込みナットを締め付けます。 

④ ○－側電源出しコドも同じ手順ッリタ 
  ミナル○－側に付けます。 

⑤ 電源出しコド極性は白色○＋黒色○－ 

  す。 

  警 告  

  注 意 
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ッリッリケルをすは○－側 
 し付けるは○＋側付けてく 
 ださ。 
 もし逆にすると作業中工具トラタに接触し 
 火花生じ火災故原因にま 
 す。 
 

 
 
  必要電圧は１２Ｖす。 

  電圧を確認して接続してくださ。 

   電源出しコドはるまようトラ 
 タ本に配線してくださ。 

   電源出しコドをッリに接続する際 

  ○＋○－を間違わ下さ。 

    コントロルボッは他品電源出 
 しコドに接続可能す○＋○－配線違 
 もます。 
 必ず附属純正コドを使用してくださ。 

    電源出しコドをッリタミナルへ 
 付ける誤作を防ぐめコントロルボ 
 ッに付けずコド単行てくださ。 
 

 
２コントロルボッ据え付け 

 

① コントロルボッをトラタ作しやす 
  所に据え付けてくださ。 

   コントロルボッ据え付けは磁石行う 
  きるだけ平面に据え付けてくださ。 

② コントロルボッコド長方を作 
  業側に配線し作業側コドに接続します。  

③ 電源出しコドをコントロルボッ短 
  コドに接続します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ ヘッド作イッチ表示通作をする 
  確認してくださ。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  コドは作業きに順応きる余裕を持 
 せま他に引掛ようにるみを 
 と固してくださ。 

   コントロルボッ据え付け不完 
 振によ脱落恐 
 ます。 
 確実に据え付けてくださ。 
 

 
３．トラクタ油圧取出口との接続 

  本作業はシュト回転にトラタ部油圧 
を利用してます。 

    接続には複１系統トラタ油圧出口必 
要す。 

カプラは１／２オカプラ標準備さてます。 

 

１作業カプラをトラタ油圧出しカプラに 
  接続してくださ。 

 

２トラタンンを始してくださ。 

    不きに対処きるようにンン回転はア 
  イドリング状態にしてくださ。 

 

３部油圧を作し作方向を確認して 
  くださ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  注 意 

  取扱い上の注意 

  取扱い上の注意 

 
 



 
- 13 -

５ パワージョイントの装着 

 

 本作業には専用パワョイント付てま

す他パワョイント代用しくださ

。 

 
 
カパワョイントを使用すると 
 巻き込まてケガをするます。 
 カパワョイントは使用し 
 くださ。 
カ損傷しまま使用すると巻き込ま 
 てケガをするます。 
 損傷しすぐに替えてくださ。 
 使用前には損傷してくださ。 
トラタおよび作業に着脱する第三者 
 不によ不にパワョイント回転 
 しケガをするます。 
 を切トラタンンをとめて行 
 てくださ。 
カチェンを付け使用すると､ 
  カ回転し巻き込まてケガをする 
 ます。トラタ側と作業側チェンを 
 回転し所に連結してくださ。 
 

 
 
最伸１００㎜を下回るとョイ 
  ントを回転させ破損しケガをする 
  ます。 
 最縮隙間２５㎜よも小さくると 
 ョイント突きげ起きるョイ 
 ント破損をまねきケガをするます。 
 正量使用してくださ。 
 

 
１． 長さの確認方法 
１パワョイント単最縮長カ 

  アウタ端部位置をカインナにマ 

  ングしてくださ。 

 

２パワョイントアウタパワ 

    ョイントインナを引き抜てくださ。 

 

３３リンを昇降させて軸とＩＣ軸 
  最も接近する位置昇降を停止してくださ。 

 

４ピン付きヨランプピンを押して 
  軸ＩＣ軸に連結しランプピンもと 
  位置に出るま押し込んくださ。 

 

５ カ同士をねわせカ 
  (アウタ)端部位置とマング位置間隔２５ 
  ㎜下は２５㎜間隔を保つように切断 
  方法手順に基づき切断してくださ。 

 

６ ３リンを昇降させて軸とＩＣ軸 
  最もる位置昇降を停止してくださ。 

 

７ カ同士をねわせパイプア 
  ウタとパイプインナ量１００ 
  ㎜下は販売店に連絡し長パワ 
  ョイントと交換してくださ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． 切断方法 
(１) カアウタ 

  インナ両方を長 

  だけ切ます。 

 

 

(２) 切同じ長さ 

  をパイプ先端計 

  ます。 

 

 

(３) パイプアウタとイ 

  ンナ両方を金ノコま 

  はカッタ切断しま 

  す。 

   切断するはパイプ中にウを詰め 

  パイプ内面に切粉付着するを防くだ 

  さ。 

 

(４) 切口をヤリめに仕げて 

  パイプをよく清掃し次にグリを塗布し 

  てアウタとインナを組みわせます。 

  注 意 

  危 険  
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３． 安全カバーの脱着方法 
 〈安全カバーの分解手順〉 

１固ネをし 

  てくださ。 

 

 

 

２カを 

 し位置へ回してくだ 

 さ。 

 

 

３カを引き抜 

てくださ。 

 

 

 

４ライドリングを 

出してくださ。 

 

 

 

〈安全カバーの組立手順〉 

１ヨライドリ 

ング溝とパイプイン 

ナに高品質グリ 

を塗てくださ。 

 

 

 

２ライドリングつ 

ばをパイプ側に向け 

切口を開て溝には 

めてくださ。 

 

 

３そにカ 

をはめてくださ。 

 

 

 

 

４カをし止 

まるま回してくださ 

。 

 

 

 

５固ネを締め付けてくださ。 

 

 

４． パワージョイントの連結 
(１)  ピン付ヨランプピンを押して 

  軸ＩＣ軸に連結しランプピンもと 

  位置に出るま押し込んくださ。 

 
 
パワョイントを接続しランプピン 
 軸溝に納まてと使用中にケ 
 ガをするます。 
 溝に納まてる接続部を押し引きして確 
 めてくださ。 
 
 

(２)  パワョイントはアウタカ側をトラ 

  タ軸側にインナカ側を作業 

  ＩＣ軸側に接続してくださ。 

(３)  カチェンを固し所に付 

   けカ回転を防くださ。 

    チェンは３リンきに順応きる余 

   裕を持せま他へひ 

   ように余るみをてくださ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  注 意 

 

 

安全カバー 
チェーン 
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 を子よく長持ちさせるめ作業前に必ず行

ましょう。 
 

１  運転前の点検 

 

１． トラクタ各部の点検 

  トラタ説明書に基づきを行てく 
 ださ。 
 
２． 連結部の点検 

１３リンと３フム連結部 
① ロワリンリンチピントップリンベ 

  タピンは所位置に挿入さてる。 
② チェッチェンは張てる。 

 
 
  不具見つは1-4-1 ３リン 

 へノロワ連結説明に基づき不 
 具を解消してくださ。 
 

 
２パワョイント 
① ョイント抜け止めランプピン軸溝 

  に納まてる。 

 

② ョイントカチェン付に余 
  るみは。 

      ま度余裕る。 

 

  ③ ョイントカに損傷は。 

      損傷してるはやに交換してくださ。 
 
 
  不具見つは1-5 パワョイ 

 ント着説明に基づき不具を解消して 
 くださ。 
 

 
３油圧系統 

 

① トラタ部油圧出へカプラ接続は確 
  実に行わてる。 

 

② 油圧ホに余るみは。ま 
  度余裕はる。 

 
 
  不具見つは1-4-3 トラタ油 

 圧出口と接続説明に基づき不具を解 
 消してくださ。 
 

 

４電気系統 

① 電源出しコドは確実にッリタミナル 
  へ接続さてる。 

 

② 電源出しコドとコントロルボッタ 
  ミナルは確実に接続さてる。 

 

③ コントロルボッタミナルと作業側 
  コドタミナルは確実に接続さてる。 

 

④ コントロルボッヒュズは切て 
  。 

 

５製品本 

   特に下部はケガや大き破損原因に 
  ます使用前を習にしてくださ。 

 

  ① シャボルトにゆるみは。 

 

  ② トップマト付ボルトにゆるみは。 

 

  ③ 各部給油油給脂は十。 

 

 

２  エンジン始動での点検 

 

１．トラクタ油圧系統の点検 

  トラタ油圧を作し３リンを昇し作 
 業を持ちげ状態降下けば異常は 
 ません。 

 

２．トラクタ外部油圧系統の点検 

  トラタ油圧を作しシュトを回転させ 
 とに油漏けば異常はません。 

 

３．電装品関係動作の点検 
  ヘッド作正確認してくださ。 

 
 
  に異常見つは6-1 不 
 処置一覧表に基づき処置してくださ。 

  トラタ油圧系統に異常るはトラ 
 タ販売店にご相談くださ。 
 
 

 

２２２２    運転を始める前の点検運転を始める前の点検運転を始める前の点検運転を始める前の点検 

  取扱い上の注意 

  取扱い上の注意 

  取扱い上の注意 

  取扱い上の注意 
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３  給油箇所一覧表 

 
○ 給油塗布するオイルは清浄もを使用してくださ。 
○ グリを給脂する量とは古グリ排出さ新しグリ出るます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
① ギヤボックス            ② ローラチェーン          ③ オーガ軸受 
 
 
 
 
 
 
 
 
④ フライホイール           ⑤ シュート             ⑥ パワージョイント 
 
 
 
 
 
 
 
 

No. 給 油 場 所 箇所 潤滑油の種類 給 油 時 間 量 備  考 

１ ギ ヤ ボ ッ ク ス           １ 

※ ギヤオイル 

   ＳＡＥ ９０ 

   ＡＰＩ ＧＬ－５ 

使用当初２５～３０時間 

その後シーズン毎に交換 

レベル迄 始業点検時確認補給 

２ ローラチェーン           １ 〃 使用ごと 適     量 オイル塗布 

３ オ ー ガ 軸 受           ２ グリース；２号    〃 〃 グリースニップル 

４ フライホイール           １ 〃    〃 〃     〃 

５ シ ュ ー ト           ２ 〃    〃 〃     〃 

６ パワージョイント ２ 〃    〃 〃     〃 

※ コモ石油コモギヤ ＧＬ５ ８０Ｗ９０又は相品をお使くださ。 

   

  
 



 
- 17 -

  
 
 
 
を確認して慎に作業してくださ。 

 

１  本製品の使用目的 

 

１．本製品は除雪に使用します。 

  他用途には使用しくださ。 

 

２．ぬるんだ所石礫多所は作業を行 
 わくださ。 

    じめ除雪区域はきしてるは 
 除雪前に異物を除去する除雪区域を整備してお 
 てくださ。 
 
 

２  作業のための調整 

 
１．除雪高さの調整 

１除雪高さはソル位置をえること整 
  します。ソル位置は５段階に整きます。 

 

２面滑はソルをげ除雪高さ 
  を低くします。面多はソルを 
  下げ除雪高さを高くします。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
２．ローラチェーンの張り調整 

  ロッナットを緩め整ボルトンショナを 
 してロラチェン張を整しロッナ 
 ットを締めてくださ。 

    張強さはロラチェン中央部を指押 
 してわみ量７㎜にる正す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３  作業要領 

 

 
 
ンン回転中はぞ手を入し 

 くださ。 

  雪を除くは必ずンンを停止して 

 雪き棒行てくださ。 

  巻き込まてケガをするます。 
 

 
 
作業中は投雪口を人や建物に向けくだ 

 ださ。 

 飛散物によケガや破損おそます｡ 
 

 
 
運転中又は回転中カを開けると回転物に 

 巻き込まケガをするます。 

 カを開けくださ。 
 

 
 
シュトは３６０°回転するようにてま 
 す配線に無理ようにして 

  作してくださ。 

作業度は０．２～０．５㎞／hrす。 

  積雪状態に度作業してくださ。 

  雪や深雪はオガ巾をて使わず 

  除雪巾を減して過負をさけてくださ。 
ロラトラタを使用して作業を行う 
  回に方向力を受けて無理作 
業破損する恐ます。 
回には積雪状態に応じて十して作業 
してくださ。 

  
１．実作業の要領 
 

１ トラタ部油圧を作してシュトを回 
  転させ投雪方向を決めます。 

 

２ コントロルボッを作してヘッドを 
  下させ投雪距を決めます。 

 

３ トラタポションコントロル 
  除雪高さを決めます。 

 

４ トラタを１走行副を 
  リプに入ます。 

      は雪質積雪量を見て選択します。 

 

５ を回し回転数５４０～６００ 
  rpmにるようンン回転数をげます。 

３３３３    作業の仕方作業の仕方作業の仕方作業の仕方 

  注 意 

  警 告 

  危 険 

  取扱い上の注意 
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６ 走行ラッチをつぎ除雪作業を開始します。 
  除雪状態を見てシュトヘッド除雪高さ 
  走行度整をしてくださ。 

 
２．シャーボルト 
 

１シャボルトは次２ヶ所に付けて 
  ます。 

 

場   所 部品番号 名   称 

個

数 

  

オ  ー  ガ 

 

１ 

 

フライホイール 

 

1397220000 シャーボルト； 

Ｍ１０×４５ 

１ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

２過負シャボルト切断し供給部へ 
  力伝達を停止し作業損傷を防止します。 

      シャボルト切断しはンンを停 
  止し原因を除てシャボルトを交換 
  してくださ。 

 
 
  シャボルトはタ純正品を使用してく 
 ださ。 
 

 
 

４  運   搬 

 
 本作業は巾広作業す。 
 移するはを切前後左右に十し

て移してくださ。 
 
 
 
 
 

オーガ         フライホイール 
 
 
 
 
 
長持ちさせるめに手入は必ずしましょう。 
 
 
力を切ずに回転部可部に付着しゴ 
 ミ雪除去作業を行うとに巻き込 
 まてケガをするます。 

  を切ンンをとめ回転部や可 
 部とまてるを確めて行てくださ。 
 

 
 

１ 作業後の手入れ 

 
１．にてる雪等は除雪区域中 
 きに除てくださ。 

    特に回転部に残雪は凍つて過負 
 原因に錆原因にます完に 
 除てくださ。  
２．ボルトナットピン類緩み脱落。 
 又破損部品確認してくださ。 

    異常ばボルト増締め部品交換をし 
 てくださ。 

 
 
   
３．軸ＩＣ軸パワョイントプラ 
 イン部塗さて露出部は錆を防ぐ 
 めグリを塗布してくださ。 

 
 

２ 長期格納する時 

 
１． 各部清掃をしてくださ。  
２． 摩耗し部品破損し部品は交換してくださ。  
３． 2-3 給油箇所一覧表に基づき油脂を補給し 
 てくださ。 
  ま回転回支およびパワョイント 
 ランプピンを含む摺部には油し軸 
 ＩＣ軸パワョイントプライン部にはグ 
 リを塗布してくださ。  
４． 塗損傷部を補修塗まは油を塗布し錆発 
 生を防くださ。  
５． 格納は風通しよ屋内に保管してくださ。  
６． コントロルボッは雨風所 
 に保管してくださ。 

４４４４    作業が終わったら作業が終わったら作業が終わったら作業が終わったら 

  取扱い上の注意 

  注 意 
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 子よく作業するめに期的に行ましょう。 
 整備不良による故を未然に防ぐめに

整備一覧表に基づき各部整備を行

を最良状態心して作業行えるよう

にしてくださ。 
 シャボルトは消耗品とてます。 
折損しは交換補充してくださ。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
およびンンをとめずに作業すると 
 第三者不によ不に作業駆さ 
 思わぬ故を起こすます。 
 を切ンンをとめ回転部や可 
 部とまてるを確めて行てくださ。 
不処置整備めにしカ類 
 を付けずに作業すると回転部や可部に 
 巻き込まケガをするます。 
 元通に付けてくださ。 
 

 

１ 点検整備一覧表 
 
 
 

時    間 チェック項目 処       置 
新 品 使 用 １ 時 間              全ボルト・ナットのゆるみ 増し締め 
使用後２５～３０時間 ギヤボックスのオイル オイル交換 

使  用  毎 
（始業終業点検） 

機械の清掃 
ギヤボックスのオイル 
部品脱落・破損部 
各部のボルト・ナットの緩み 
各部油もれ 
各部の油脂類 

 
給油 
補充・交換 
増締め 
シールチェック、破損時交換 
「２－３ 給油箇所一覧表」に基づき給油、給脂 

シーズン終了後 

ギヤボックスのオイル 
各部の破損、摩耗 
各部の清掃 
各部の給油・給脂 
ローラチェーン、回動支点等の摩耗 
塗装損傷部 

交換 
早めの部品交換 
 
「2－3 給油箇所一覧表」に基づき給油、給脂 
塗装または油塗布 
早めの部品交換 

５５５５    点検と整備について点検と整備について点検と整備について点検と整備について 

  注 意  
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 ンンをとめて処置してくださ。 
 トラル発生し不処置一覧表に基づき

処置してくださ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
およびンンをとめずに作業すると 
 第三者不によ不に作業駆さ 
 思わぬ故を起こすます。 
 を切ンンをとめ回転部や可 
 部とまてるを確めて行てくださ。 
不処置整備めにしカ類 
 を付けずに作業すると回転部や可部に 
 巻き込まケガをするます。 
 元通に付けてくださ。 
 

 
１ 不調処置一覧表 

 
 

症    状 原     因 処      置 
シュト回転 
 し 

回転部凍つてる 
油圧カプラ正しく付けて 
油圧配管内ゴミつま 
油圧モタ故障 

凍つてる部を手する除去 
カプラを正しく付ける 
ゴミを除去する 
油圧モタを交換する 

ヘッド 
  

可部凍つてる 
ッリとコントロルボッ接続不良 
ヒュズ切断してる 
コントロルボッ故障 
コド断線してる 

凍つてる部を手てする除去 
配線をや直す。白線＋黒線 
ヒュズを交換する 
コントロルボッを交換する 
コドを交換する 

フライホイル 
 回転し 

シャボルト切損してる 
雪異物つま凍つき 
 

シャボルトを交換補充する 
つま除去凍つてる部を手 
 する 

オガ回転し 
  

シャボルト切損してる 
雪異物つま凍つき 
 
ロラチェン緩み切断 

シャボルトを交換補充する 
つま除去凍つてる部を手 
 てする 
ロラチェン張整部品交換 

ギヤケ異常 
 発熱 

オイル量不足してる 
ベアリングギヤシャフト損傷 

正量まオイルを入する 
部品交換する 

各部よ異 
 する 

回転部摺部油切 
部品損傷 

給脂油する 
部品を交換する 

 
 
原因や処置しわは下とともに購入先へご相談くださ。 
 
１． 製  品  名 
２． 部品供給型式 
３． 製  番 号       
４． 故 障 内 容      きるだけ詳しく 

 

６６６６    不調時の対応不調時の対応不調時の対応不調時の対応 

  注 意 



 



 




